
丹
波
の
氷
上
町
に
約
三
百
年
も
の
で
優
勝
争
い
も
な
か
葱
か
織
沙

続
い
て
い
る
〃
愛
宕
祭
〃
が
あ
る
ま
た
、
造
り
物
は
素
材
の
色
や
形

の
を
ご
存
知
で
す
か
。
を
生
か
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る

一
七
○
○
年
頃
、
災
害
に
苦
し
の
が
伝
統
な
の
で
、
素
材
の
使
い
方

ん
だ
住
民
が
京
都
愛
宕
神
社
本
宮
は
採
点
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
災
厄
を
ま
い
祝
儀
物
一
式
で
作
ら
れ
た
大
鳴

が
れ
た
た
め
、
郷
土
の
守
護
神
と
門
橋
（
上
町
二
組
）
や
陶
器
一
式

し
て
祭
り
始
め
た
の
が
、
愛
宕
祭
の
高
知
城
（
常
楽
新
田
組
）
、
金

の
起
こ
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
物
一
式
の
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
（
新

今
年
も
八
月
二
十
三
、
二
十
四
田
組
）
な
ど
今
年
も
力
作
が
出
揃

日
の
両
日
、
地
蔵
盆
も
か
ね
て
華
い
ま
し
た
が
、
優
勝
は
陶
器
一
式

や
か
に
〃
造
り
物
〃
や
花
火
大
会
な
で
丹
念
に
製
作
さ
れ
た
二
重
橋

ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
名
物
は
造
（
西
町
組
）
に
決
定
。

り
物
で
、
神
社
献
灯
の
石
灯
龍
が
夕
刻
に
は
恒
例
の
氷
上
町
踊
り

置
か
れ
て
い
る
各
町
ご
と
に
地
元
が
町
内
を
巡
り
、
華
や
か
な
サ
ン

の
人
々
が
組
を
作
り
、
一
種
類
の
材
バ
パ
レ
ー
ド
も
。
氷
上
町
全
体
が

料
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
仕
上
げ
ま
す
。
熱
く
盛
り
上
が
っ
た
祭
り
と
な
り

そ
れ
を
愛
宕
神
社
に
奉
納
す
る
の
ま
し
た
。

が
二
百
年
来
の
習
わ
し
と
な
っ
て
園
氷
上
町
商
工
会
連
合
会
／
兵
庫
県
氷
上
郡

い
ま
す
。
各
組
か
ら
審
査
員
を
三
氷
上
町
成
松
一
一
六
一
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
九
五
）

人
ず
つ
出
し
て
、
他
の
組
の
採
点
・
軸
犀
副
難
誕
達
酎
宮
北
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン

を
し
ま
す
が
、
当
日
に
な
ら
な
い
ジ
か
ら
国
道
１
７
６
号
北
へ
１
時
間
半
。

と
各
組
の
作
品
が
発
表
さ
れ
な
い

、
よ
く
出

市
不
て
『
３

卜
ひ

〆

験
j旨

一
町
。

藤一

硫
〆１

マンガ､ 。
、

一づ

金
齢

捧
惣
閲
竜
十
戸

硬
ん
影
の

み
碓
姉
韮
：
． 約3 0 0 年の歴史・愛宕祭

－今に伝える" 造り物' ' 一ざ
９

ハ

" 、

蕊

ｐ順W ◎

鐙
,ノ

ざ
＞や
ｎ勺

§j、
＜§

ヲI 錘
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１
１

ひょうごに遊ぶ－ふるさと文化シリーズ

四戸、

､全プ

〆

、

璽

尋

畠

言＝一
二＝＝＝

＝＝一

二三つ

踊
り
ゴ
レ

去
り
苦
’
す

：
＝プ

陽倦
旬

< ~ 聖

妾

学

色

勘 縦，Ｌ：

タ
イ
ヤ
モ
読
ト
岩
男

ﾊﾐｺﾉ
そ
う
お

牝
、
乳
混 雲蝿’'零 鍬函

Ｉ
一Ｍ

夕

ィ
・
〃
窪
嵯
那
据

７

ﾉﾗ軍

米
上
酌

壁
難
き

﹈
Ｌ
﹈
Ｌ 鋤

一

I，

ケ｡ ご＝、
､季買 甑

公

一
フ
（
》

灘
》
窪 蕊

熟

義騨
す雀劫 綿

E_】

i つ

面
画
短
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国内市場にも意欲を燃
やす三宅社長。

宮電鼠一点》曇一恵冨塞

・
零
領
一
》
蔦
騨
誕

》
議

縄
正

Ｋ

マ
ホ
ー
ビ
ン
、
電
気
製
品
、
調
理

器
具
、
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
、
リ
ビ
ン

グ
製
品
、
す
べ
て
の
象
印
製
品
が
勢

揃
い
し
た
象
印
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
が
フ
ラ
ワ
ロ
ー
ド
市
役
所
よ
り
南

加
ｍ
に
オ
ー
プ
ン
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
は
東
京
・
麻
布
に
次
ぐ

一
一
店
目
で
あ
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ス

社
の
一
階
に
あ
る
店
内
に
は
、
約
剛

品
目
の
製
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
見

る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
る
。

昭
和
訓
年
か
ら
象
印
の
製
品
を
扱

っ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン

一
己
口
画

一

あ
げ
た
い
」
と
夢
を
燃
や
す
。

全
面
ガ
ラ
ス
で
、
通
り
か
ら
も
よ

く
見
え
る
店
内
に
は
、
最
先
端
商
品

や
ユ
ニ
ー
ク
商
品
が
い
っ
ぱ
い
。
な

か
で
も
イ
タ
リ
ア
か
ら
直
輸
入
の
、

〃／
ｇ
ｕ
Ｚ
Ｚ
・
１
，
．
１
〃
と
デ
ン
マ
ー

ク
で
生
ま
れ
た
〃
ｂ
Ｏ
ｄ
ｕ
ｍ
“
は

こ
こ
だ
け
に
し
か
な
い
生
活
用
品
。

太
陽
の
国
イ
タ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
そ

の
ま
ま
の
カ
ラ
ー
。
使
い
や
す
さ
最

優
先
の
シ
ン
プ
ル
な
フ
ォ
ル
ム
の
グ

ダ
イ
ス
の
三
宅
政
和
社
長
は
、
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
一
台
か
ら
ス
タ
ー
ト

〃
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
＆
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
〃
、
考

え
た
ら
す
ぐ
に
行
動
す
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
で
会
社
を
育
て
あ
げ
て
き
た
。

「
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
の
見
本
と
寝
袋

を
も
っ
て
中
近
東
に
飛
び
、
そ
こ
で

ア
ラ
ブ
諸
国
が
広
大
な
市
場
で
あ
る

こ
と
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。

広
い
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
、

大
手
商
社
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

だ
か
ら
人
間
の
衣
食
住
に
関
係
す
る

も
の
す
べ
て
を
、
世
界
の
す
み
ず
み

に
販
売
し
得
る
総
合
商
社
を
つ
く
り

§
壷
一
Ｌ

匡
ヤ

ッ
チ
ー
ニ
。
コ
ッ
プ
や
お
皿
が
ま
あ

る
く
収
ま
る
ピ
ッ
ク
ポ
ー
ル
や
表
面

に
水
滴
が
つ
か
な
い
二
重
椛
造
の
ア

イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
、
テ
ー
ブ
ル

に
さ
り
気
な
い
お
酒
落
ど
こ
ろ
を
演

出
。
デ
ザ
イ
ン
の
先
進
国
、
デ
ン
マ

ー
ク
で
生
ま
れ
た
ボ
ダ
ム
は
、
自
由

な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
ま
ま

ユ
ニ
ー
ク
な
カ
タ
チ
と
レ
ッ
ド
、
ホ

ワ
イ
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
イ
エ
ロ
ー
、

グ
リ
ー
ン
の
ビ
ビ
ッ
ト
な
カ
ラ
ー
に
。

伽
俳
タ
イ
ム
、
パ
ー
テ
ィ
に
欠
か
せ

な
い
遊
び
ど
こ
ろ
を
ア
ー
ト
な
か
た

ち
で
表
現
し
ま
し
た
。

先
進
技
術
と
人
間
を
あ
た
た
か
く

結
び
な
が
ら
、
皿
世
紀
へ
の
生
活
を

ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
象
印
の
夢
が
あ

ふ
れ
る
お
店
で
す
。

回
象
印
Ｊ
Ｍ
神
戸
貧
０
７
８
）
２
５
１
．
５
５
３
０

平
日
・
土
曜
日
叩
時
〜
氾
時
日
・
祝
は
休
日

や津J
D P 一苛

召的■－－－

表通りからも明るい店内が覗けます( 左上) 店内にはいろんなコーナーが( 左中）
市役所東南のＪＭ神戸( 右上) 暮しの声を発信、受信するﾐ 生活のアンテナミショ
ップに( 下）

｡Ｉ

欲
し
い
生
活
用
品
が
い
っ
ぱ
い
「
象
印
Ｊ
Ｍ
神
戸
」

●
話
題
の
人
・
話
題
の
店神戸
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／

両 国、国歌せい唱／
道具デザインの本場､ ヨーロッパから。デンマークのE ボタ§ﾑ ｣ とイタリアのE グッチーニ｣ 。

りを遊んでいるデンマー
クI ; i L I ‘, , 、β「

りを遊んでいるデンマー
クI ; i L I ‘, , 、β「

、撫駿＄霊~;~;‐

！！

馬．

イタリアと言えば、ロのさめ

るような色、そして機能美。
I ;グッチーニ｣は赤と白のｺ
ﾝﾄﾗｽ ﾄが素敵jtK洗練さ
れた道具｡ 陽気でお酒落
唾イタリア人気質そのもの。

、
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●シアトルの1 0 月

素晴らしい夏
石田敏行
〈在シアトル神戸貿泌事務所長） ⑥
シアトル赴任が決まった時、先輩の方々に

風士を伺った。
山あり、水あり、緑が多く、透きとおった
青い空、素晴らしい上地で生活できる幸運を
祝楓する稲という人。
毎Ｈが雨、靴底からしみてくる水、あんな
に陰うつなところで生活しなけれ感ならぬ不
運に同情するという人。
両極端で驚いたが、馨らしてみて両方共に

正しいことがわかった。例年のことだが、今
年も4 3 Ｈ目の８月2 8 1 1 に夕立があっただけ、
そのあとずっと晴天続きだ。１０月半ばから６
ヵ月続く雨期を前に、今、シアトルッ子達は
海に山にと残り少くなった夏を楽しんでいる
シアトルは夏の素晴らしいところだ。

。１０
シア

ただ
ばか

、
ＫＯＢＥＥＸＣ両7 ‘7 ‘ＥｌＶＴＳＨＯＰKOBEEXCELLElVTSHOP、，
☆世界のオシャレをお届けする

§;;Z言§
神戸市中央灰元町通1 丁何4 - 1 3 念3 3 1 - 3 1 1 2

☆婦人帽子

、翁く、堅×｡､､《く、
・マ善シ＞

神戸市中央区北長狭通２ｒＨ６－１３金3 3 1 - 6 7 1 1

☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通４J ~ 月2 - 2 2 か3 4 1 - 0 6 9 3

☆舶来品ブティック

ヱコターニューI 雷一ン
神戸市中央区北長扶通3 丁肩1 2 - 1 4 き3 3 1 - 1 8 1 8

☆本格派の人々に愛される

ヨョフ『力
神戸市中央区三富町3 丁目1 - 9 壷3 3 1 - 5 1 9 0

☆よろず御# 親衣縫上虚

神戸ﾆﾉﾔﾘﾉ
神戸市中央区三富町3 丁目１－６壷3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

Salmche
神戸市中央区元町通2 丁目5 - 7 壷3 3 1 - 4 7 0 7

☆世界のチョコレート

壱一一番：宮
神戸市中央区元町本通ｌＴＨ８－５云3 9 1 - 3 1 3 8

☆欧風家具･ 設計･ 創作

永Ｈ１良介商店
神戸市中央区三富町3 丁目1 - 4 竃3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

※このシリーズは上記９社の専門店

の提供によるものです。ノ

☆世界のオシャレをお届けする

壷ﾋ素
神戸市中央区元町通1 丁何4 - 1 3 念3 3 1 - 3 1 1 2

☆婦人帽子

､翁く、堅×｡､､《く、
・マ善シ＞

神戸市中央区北長狭通２ｒＨ６－１３金3 3 1 - 6 7 1 1

☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通４Ｊ~ 月2 - 2 2 か3 4 1 - 0 6 9 3

☆舶来品ブティック

ヱコターニュートン
神戸市中央区北長扶通3 丁同1 2 - 1 4 き3 3 1 - 1 8 1 8

☆本格派の人々に愛される

ヨシ対流
神戸市中央区三富町3 丁目］－９壷3 3 1 - 5 1 9 0

☆よろず御槻衣縫' 三歳

神戸シャツ
神戸市中央区三富町3 丁目１－６壷3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

Sanche
神戸市中央区元町通2 丁目5 - 7 壷3 3 1 - 4 7 0 7

☆世界のチョコレート

壱 一番館
神戸市中央区元町本通l T f l 8 - 5 云3 9 1 - 3 1 3 8

☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央反三宮町3 丁目1 - 4 竃3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

※このシリーズは上記９社の専門店
の提供によるものです。
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6了再１

グ
リ
ム
童
話
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

ー
テ
ル
」
に
登
場
す
る
〃
お
菓
子
の
家
“

に
誰
し
も
子
供
の
頃
、
胸
を
と
き
め
か

せ
た
も
の
だ
。
お
菓
子
…
と
い
う
甘
い

響
き
に
は
、
誰
し
も
夢
を
持
つ
。

グ
ラ
シ
ァ
ニ
で
そ
の
夢
の
部
分
の
仕

事
を
担
当
す
る
の
が
、
デ
ザ
ー
ト
シ
ェ

フ
の
金
剛
一
さ
ん
。

オ
ー
ド
ブ
ル
か
ら
始
ま
っ
て
、
ス
ー

プ
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
食
事
が
す

す
み
、
ほ
ど
よ
く
満
腹
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
金
剛
シ
ェ
フ
が
色
と
り
ど
り
の
デ

ザ
ー
ト
を
の
せ
た
ワ
ゴ
ン
を
運
ん
で
登

場
。「

ウ
ァ
ー
、
き
れ
い
／
ど
れ
に
し
よ
う

か
し
ら
。
迷
っ
て
し
ま
う
一

、 ぴ

材料（１個分）・・…･ 冬柿２個、生美汁５滴
レモン汁小匙潅杯､ シロップ( 砂糖5 0 ｐ水5 0 “）

O1MJOGgj
I d

難wIl鍵
一
一 一

一
Ｌ

一
『
Ｆ

』剛
’鯉

全
種
類
を
召
し
あ
が
っ
て
は
？

デ
ザ
ー
ト
シ
エ
フ
、
金
剛
一

毒蕩瀞慧謬

灘

読者; への⑳公開" 生萎入り柿のソルベ，，

漣ﾐ書－－=鐸夢Ｐ：

ら
。
迷
っ
て
し
ま
う
」

「
私
共
は
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
で
、

美
味
し
い
も
の
を
少
し
ず
つ
、
と

い
う
の
が
モ
ッ
ト
ー
な
ん
で
す
。

全
種
類
を
一
口
ず
つ
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
い
て
、
改
め
て
お
気
に

入
り
の
も
の
を
切
り
分
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
よ
」

ど
の
デ
ザ
ー
ト
に
し
よ
う
か
と

可’

上、右端がお客さまにデザートを取り分けるデザー
トシェフの金剛一氏。下はセレブレーションケーキ

悩
む
こ
と
な
く
、
全
部
を
味
わ
え
る
の

が
何
と
も
嬉
し
い
心
配
り
だ
。

そ
の
上
、
金
剛
シ
ェ
フ
は
セ
レ
モ
ニ

ー
に
合
わ
せ
た
創
作
ケ
ー
キ
を
作
る
。

絵
心
が
あ
り
、
美
術
大
学
へ
進
学
し
た

か
っ
た
と
い
う
金
剛
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ

略

①柿の１個はヘタを切って、実を厚めに
残してくり抜き、凍らせておく。もう１
個分の身と一緒にシロップで５分程煮る。
②①をミキサーにかけ生菱汁とレモン汁
を加え、更に細かい目の裏ごしにかける。
③バットに入れ、冷凍庫で凍り始めたら
混ぜる作業を３～４回くり返す。
④柿の器に③を入れ、しばらく固める。
⑤ここでは秋らしい盛りつけの為、柿の
ピューレのソースや葉っぱを飾ったので
ご参考までに。

画目

閃：

熱，
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し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
優
勝
を
祝

い
に
来
た
カ
ッ
プ
ル
に
は
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
は
さ
ん
で
男
女
が
テ
ニ
ス
を

し
て
い
る
ケ
ー
キ
を
つ
く
っ
た
。
男
性

の
視
線
が
女
性
の
短
か
い
ス
カ
ー
ト
に

注
が
れ
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
。

ン
が
得
意
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
も
豊
か
だ
。

「
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
食
べ
に
来
ら
れ
る

の
は
、
誕
生
日
と
か
、
結
婚
記
念
日
と

か
、
〃
特
別
の
日
“
が
や
は
り
多
い
で
す
。

ご
予
約
の
お
電
話
を
頂
き
、
そ
の
主

旨
を
伺
え
ば
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
合
わ
せ

て
雰
囲
気
を
演
出
す
る
ケ
ー
キ
を
工
夫

グラシアニ自慢のデザートたち。

「
お
客
さ
ま
に
こ
の
ケ
ー
キ
を
サ
ー
ヴ

ィ
ス
す
る
と
、
す
ご
く
驚
い
て
喜
ん
で

下
さ
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
笑
顔
が
最

高
に
嬉
し
い
で
す
ね
」

こ
の
よ
う
な
、
き
め
細
い
サ
ー
ビ
ス

は
、
も
ち
ろ
ん
ほ
と
ん
ど
の
店
で
は
不

可
能
だ
。
〃
デ
ザ
ー
ト
の
美
味
し
い
レ
ス

ト
ラ
ン
を
目
指
す
〃
グ
ラ
シ
ァ
ニ
で
は

厨
房
の
中
に
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作

る
ス
ペ
ー
ス
と
デ
ザ
ー
ト
を
作
る
調
理

場
が
別
に
あ
り
、
余
裕
を
持
っ
て
仕
事

が
で
き
る
。
デ
ザ
ー
ト
シ
ェ
フ
の
実
力

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
わ
け
だ
。

「
古
い
タ
イ
プ
の
職
人
に
は
、
こ
の
材

料
で
、
こ
の
作
り
方
で
な
け
れ
ば
、
本

物
の
味
ば
作
れ
な
い
ｌ
と
い
う
人
が

多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
要
は
美
味
し

い
も
の
を
作
る
こ
と
が
大
切
な
わ
け
で

す
。
そ
の
美
味
し
さ
は
職
人
が
押
し

つ
け
る
も
の
で
な
く
、
例
え
ば
十
人
の

お
客
さ
ん
が
食
べ
て
八
人
が
美
味
し
い

と
感
じ
る
も
の
が
、
本
当
に
美
味
し
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
」
コ
ー
ス
の
ラ
ス

ト
を
締
め
く
く
る
デ
ザ
ー
ト
は
そ
れ
が

魅
力
的
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
そ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
全
体
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
グ
ラ
シ
ア
ー
ー
は
、
プ
ラ
ス
α
の

満
足
感
を
確
か
に
与
え
て
く
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
料
理

グ
ラ
シ
ア
ニ

（
北
野
町
異
人
館
通
り
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

北
側
）

電
話
で
壷
０
７
８
（
２
４
２
）
０
５
９
７

へ
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
皿
輯
釦
川
〜
２
ｍ
剛

（
２
，
５
０
０
円
よ
り
）

●
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
５
“
鋤
剛
〜
、
恥
伽
剛

（
１
０
，
０
０
０
円
よ
り
）

火
曜
日
定
休

グ
ラ
シ
ア
ニ
で
は
、
ご
予
算
に
応
じ

た
パ
ー
テ
ィ
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
吉
川
・
今
田
ま
で
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釦
咽
赫
が
認
勃

司
国
労
青
年

晋
部
な
ど
卵
数

久美

★
「
安
心
し
て
お
気
軽
に
」

神
戸
東
急
イ
ン
オ
ー
プ
ン

、
月
１
日
、
国
鉄
三
ノ
宮
駅

前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
神
戸
東
急

イ
ン
の
総
支
配
人
が
岡
野
松
男

さ
ん
。
昭
和
師
年
東
京
急
行
電

鉄
㈱
入
社
、
開
発
事
業
部
在
籍

蝋
無
珪

を
経
て
現
在
に
。

「
誰
も
が
手
軽
に
利
用
で
き

る
ホ
テ
ル
を
」
と
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
や
観
光
客
、
女
性
客
な
ど

幅
広
い
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
る
。
神
式
・
キ
リ
ス
ト
教

式
を
揃
え
た
結
婚
式
場
で
は
、

年
間
伽
組
程
度
に
お
さ
え
、
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
に
心
掛
け

る
と
の
こ
と
。

最
後
に
「
地
域
開
発
の
一
環

と
し
て
の
ホ
テ
ル
事
業
と
考
え

神
戸
の
街
の
発
展
に
も
役
立
て

れ
ば
…
」
と
付
け
加
え
た
。

☆
墨
色
は
ど
こ
ま
で
多
彩
に

な
れ
る
か

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
あ
り
な
が
ら
、
書
道
家
望
月

ojWもｅ
Ｂ幅a ｋ

「
手
作
り
・
平
和
・
地
域
の

文
化
を
３
本
柱
に
、
老
人
か
ら

子
供
ま
で
楽
し
ん
で
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
実
行

委
員
会
事
務
局
長
の
谷
口
晋
司

さ
ん
（
神
戸
市
職
労
）
は
語
る
。

今
年
は
、
河
島
英
伍
の
ス
テ

ー
ジ
を
メ
イ
ン
に
〃
平
和
の
コ

ー
ナ
ー
″
で
は
戦
争
資
料
展
や

反
核
運
動
の
紹
介
、
〃
子
供
の

コ
ー
ナ
ー
〃
で
は
紙
芝
居
や
人

形
劇
な
ど
も
開
催
さ
れ
た
。

☆
阪
本
周
三
さ
ん
が

『
芦
屋
歳
時
記
』
を
編
集

神
戸
の
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
「
カ
イ
エ
」
が
、
９
月
創
刊

の
芦
屋
の
月
刊
タ
ウ
ン
紙
『
芦

屋
歳
時
記
』
を
編
集
。

芦
屋
と
い
え
ば
〃
金
持
ち
″

〃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
″
〃
女
子
大

但馬

美
佐
氏
の
門
下
生
で
〃
翠
雲
〃

の
雅
号
を
持
ち
、
南
画
を
塔
む

国
広
節
夫
さ
ん
が
、
墨
を
使
っ

た
抽
象
画
鋤
余
点
の
初
個
展
を

加
月
に
催
す
。

「
『
墨
痕
自
在
』
の
言
葉
ど
お

り
、
思
う
ま
ま
に
描
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
在
だ
っ
た
の

は
筆
を
走
ら
せ
る
手
で
は
な

く
、
手
を
操
る
墨
で
し
た
。
墨

需
識
》
》
礎
》
》
鐸
碓
畔
》
》

亨
屋
」
に
４
日

間
閉
じ
こ
も
っ
て
制
作
に
あ
た

っ
た
国
広
さ
ん
の
弁
。

和
紙
と
墨
の
素
材
だ
が
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
作
品
ら
し
く
な
か

な
か
モ
ダ
ン
な
感
覚
で
興
味
深

い
作
品
展
に
な
り
そ
う
だ
。

墨
痕
自
在
／
旧
月
胴
日
（
木
）
１
割
日
（
火
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
八
大
阪
市
南

区
昼
屋
町
６
都
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
３

☆
国
際
都
市
神
戸
か
ら
も

〃
平
和
の
声
″
高
ら
か
に

戦
後
型
年
目
、
今
年
も
日
本

国
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
運
動

が
展
開
さ
れ
る
中
、
神
戸
で
は

９
月
皿
日
、
三
宮
東
遊
園
地
に

て
「
稲
わ
が
街
神
戸
平
和
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
。

生
″
と
い
っ
た
単
語
を
連
想
す

る
が
、
同
紙
の
描
く
芦
屋
は
ち

ょ
っ
と
重
厚
。

「
芦
屋
は
谷
崎
潤
一
郎
や
富

田
砕
花
の
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ

り
、
文
学
の
街
と
し
て
歴
史
の

あ
る
風
土
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
芦
屋
の
文
化
や
、
そ

れ
を
育
ん
だ
自
然
の
魅
力
を
も

開
催
さ
れ
て
い
る
同
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
も
今
年
で
５
回
目
。

謝

←

阪本周三

つ
と
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
代
表
の
阪
本
周
三
さ
ん

コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
中
心
の

情
報
誌
と
は
一
味
違
う
、
土
地

に
根
を
張
っ
た
紙
面
作
り
に
期

待
し
た
い
。

☆
初
リ
サ
イ
タ
ル
に
挑
戦

神
戸
出
身
で
宝
塚
き
っ
て
の

ダ
ン
サ
ー
、
但
馬
久
美
さ
ん
が

初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル
〃
但
馬

久
美
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
＆
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
″
を
六
本
木
の
ス
テ
ー
ジ
つ

づ
き
サ
ロ
ン
で
開
く
こ
と
に
な

っ
た
。
７
月
に
即
日
間
ほ
ど
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ジ
エ

１
１１７
１

ル
ス
を
旅
行
し
て
き
た
但
馬
さ

ん
は
、
「
本
当
に
良
い
も
の
を
じ

っ
く
り
見
る
、
聞
く
、
と
い
う

賛
沢
さ
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
し

初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル
な
の

で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
す

る
気
持
ち
で
す
」
と
意
欲
を
燃

や
す
。振

付
に
は
ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ

名
倉
加
代
子
、
山
田
卓
、
中
野

章
三
が
参
加
。
お
な
じ
み
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
メ
ド
レ
ー
を
甲
斐

正
人
が
ア
レ
ン
ジ
。
歌
に
ダ
ン

ス
に
新
し
い
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

ス
テ
ー
ジ
に
な
り
そ
う
で
あ
る

柏
月
打
、
渦
、
釦
、
郡
日
側
時
、
岨
時

３
５
０
０
円
ス
テ
ー
ジ
つ
づ
き
サ
ロ
ン

衝
０
３
１
４
５
４
１
７
６
８
８
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「
あ
っ
、
こ
の
烏
や
、

ガ
ン
や
／
・
」

「
ハ
ワ
イ
ガ
ン
や
」

思
わ
ず
歓
声
を
あ

げ
た
の
は
、
ホ
ノ
ル

ル
入
国
後
す
ぐ
国
内

線
ハ
ワ
イ
航
空
で
マ

ウ
イ
島
へ
渡
っ
た
そ

の
翌
日
で
標
高
三
○

五
五
米
、
ハ
レ
ア
カ

ラ
ラ
火
山
行
の
八
合

め
辺
り
だ
っ
た
。
溶

岩
の
多
い
草
原
の
中

【
ハ
ワ
イ
州
の
鳥
】

ネ
ネ
と
よ
ば
れ
る
中
型
の
ハ
ワ
イ
ガ
ン
で
あ
る
。
分
類

学
上
カ
ナ
ダ
ガ
ン
の
な
か
ま
だ
が
、
頚
は
淡
い
黄
金
色
の

独
特
の
縞
が
あ
っ
て
、
他
の
ガ
ン
と
は
は
っ
き
り
区
別
が

で
き
る
。
し
か
し
、
ガ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
溶
岩
の
あ
る

高
地
の
草
原
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
足
の
水
か
き
が
小
さ

く
羽
も
弱
く
あ
ま
り
遠
く
へ
飛
べ
な
い
の
が
特
徴
だ
。

か
つ
て
は
二
五
、
○
○
○
羽
以
上
も
ハ
ワ
イ
諸
島
に
生

息
し
て
い
た
。
し
か
し
、
土
地
の
開
拓
や
、
逃
げ
だ
し
た

家
畜
が
ハ
ワ
イ
ガ
ン
の
営
巣
地
を
荒
ら
し
た
り
、
銃
に
よ

る
捕
獲
と
食
用
に
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
一
九
五
三
年
（
昭

魂
年
）
に
は
僅
か
三
十
三
羽
だ
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
国
際
的
な
保
護
鳥
と
さ
れ
世
界
各
国
で
飼
育
し

て
い
る
ハ
ワ
イ
ガ
ン
の
人
工
増
殖
を
計
り
、
次
々
と
野
生

へ
戻
す
努
力
が
な
さ
れ
た
。
十
五
年
後
に
は
ハ
ワ
イ
島
や

マ
ウ
イ
島
に
放
し
た
数
は
一
、
五
○
○
羽
に
も
達
し
、
現

在
で
は
も
う
絶
滅
の
心
配
が
な
い
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う

保
護
活
動
の
世
界
的
な
成
功
例
で
も
あ
る
。

国際保護鳥のネネと呼ばれるハワイガン

に
ペ
ア
を
発
見
し
た
の
だ
。
動
く
パ
ス
内
か
ら
の
撮
影

は
、
胸
が
高
な
っ
て
影
像
が
ぐ
ら
ぐ
ら
ゆ
れ
た
が
、
確
か

に
ハ
ワ
イ
ガ
ン
で
あ
っ
た
。

【
室
井
惇
博
士
命
名
の
コ
マ
チ
ダ
ケ
】

一
行
は
マ
ウ
イ
島
の
北
西
カ
ア
ナ
パ
リ
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル

に
二
泊
、
生
物
学
会
四
十
周
年
記
念
夕
食
会
も
楽
し
か
っ

た
。
が
、
私
が
夕
暮
れ
を
待
っ
た
の
は
、
海
岸
近
く
に
建

っ
た
ホ
テ
ル
の
広
い
中
庭
の
大
木
に
二
○
○
羽
は
い
る
と

思
わ
れ
る
ム
ク
ド
リ
群
が
帰
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
マ
イ
ナ
の
鳴
か
な
い
日
は
な
い
」
と
い
う
二
世
の
ガ
イ

ド
に
私
は
こ
の
ム
ク
ド
リ
群
が
何
で
あ
る
か
が
分
っ
た
こ

と
い
う
ま
で
も
な
い
。
マ
イ
ナ
と
は
ム
ク
ド
リ
科
、
コ
モ

ン
マ
イ
ナ
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｙ
Ｎ
Ａ
）
和
名
キ
ュ
ウ

カ
ン
チ
ョ
ウ
な
の
だ
。
（
ク
チ
バ
シ
や
目
尻
に
あ
る
肉
冠

の
大
き
い
日
本
で
飼
わ
れ
る
キ
ュ
ウ
カ
ン
チ
ョ
ウ
よ
り
は

幾
分
小
さ
い
）

あ
れ
だ
け
大
集
団
で
帰
巣
木
に
い
た
マ
イ
ナ
は
夜
明
け

と
共
に
あ
っ
と
思
う
ま
に
小
集
団
で
飛
び
立
っ
て
し
ま
う

の
で
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
を
回
す
の
も
一
瞬
の
時
間
し
か
な
か
っ

た
。
も
う
一
泊
で
き
れ
ば
、
あ
の
空
に
舞
う
マ
イ
ナ
の
群

を
捕
え
た
の
に
、
と
借
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

マ
ウ
イ
島
の
ク
ラ
植
物
園
見
学
で
は
団
長
室
井
緯
博
士パ

が
発
見
し
、
命
名
さ
れ
た
、
小
さ
な
和
名
コ
マ
チ
ダ
ケ
（
Ｂ

ン
プ
ザ

ソ
リ
ダ

ム
ロ
イ

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
）
が
植

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
博
士
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
っ

た
。私

は
植
物
園
に
飛
来
す
る
イ
ワ
シ
ャ
コ
や
キ
ジ
バ
ト
に

視
線
が
向
い
て
、
植
物
学
者
が
大
半
と
い
う
先
生
方
の
解

説
が
目
に
と
ま
ら
な
い
。
野
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
し
て
生
棲
し

て
い
る
ハ
ワ
イ
マ
ン
グ
ー
ス
が
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
血
ま

な
こ
に
な
っ
て
地
表
を
追
っ
た
が
一
度
も
目
撃
す
る
こ
と

９
１
１
１
１
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’
1２０
１

ア
シ
カ
と
違
っ
て
耳
が
な
い
。
後
ろ
足
を
使
っ
て
歩
け
な

い
。
ハ
ワ
イ
諸
島
と
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
諸
島
に
す
む
彼
等
は

あ
ま
り
回
遊
を
し
な
い
で
小
群
で
い
る
。
つ
ま
り
〃
ひ
と

り
で
い
る
″
の
意
が
、
モ
ン
ク
の
語
源
で
あ
る
。
ま
た
、

メ
ス
が
大
き
い
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
な
の
だ
。

【
ゴ
ル
フ
が
で
き
そ
う
、
巨
大
な
庭
園
動
物
園
】

え
え
別
ハ
ワ
イ
に
動
物
園
あ
る
ん
で
す
か
。
そ
ん
な

こ
と
い
わ
ず
に
一
度
は
ア
メ
リ
カ
式
動
物
園
を
見
て
頂
き

た
い
。
動
物
舎
が
家
屋
式
で
は
な
く
岩
穴
式
、
運
動
場
が

広
々
と
し
て
い
る
。
放
養
式
の
カ
バ
舎
に
は
倒
木
が
入
れ

て
あ
り
、
テ
ナ
ガ
ザ
ル
舎
の
周
囲
モ
ー
ト
（
水
堀
）
は
底

が
黒
く
塗
っ
て
あ
る
。
深
く
見
え
逃
げ
だ
さ
な
い
た
め
だ
。

神
戸
で
も
プ
ー
ル
底
の
着
色
を
何
度
も
思
考
し
た
が
、

透
き
通
っ
た
清
流
を
好
む
我
国
と
の
国
民
性
の
違
い
が
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
水
堀
に
は
カ

メ
や
ワ
ニ
が
放
し
て
あ
る
。
順
路
を
あ
ま
り
示
さ
ず
、
二

方
、
三
方
に
彫
刻
画
に
よ
る
矢
印
が
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
へ

で
も
ど
う
ぞ
、
と
い
う
示
し
方
で
あ
る
。
自
動
販
売
機
な

ど
は
全
く
な
い
。
ベ
ン
チ
や
ゴ
ミ
箱
も
古
木
作
り
で
合
成

樹
脂
製
の
道
標
や
名
板
が
殆
ん
ど
な
く
み
な
自
然
木
風
作

り
だ
。人

工
繁
殖
の
ハ
ワ
イ
ガ
ン
が
、
足
元
に
寄
っ
て
き
た
。

す
ご
い
／
ラ
イ
オ
ン
タ
マ
リ
ン
も
い
た
。
園
内
に
ゼ
ブ

ラ
キ
ジ
バ
ト
と
シ
ロ
バ
ト
の
大
群
と
、
日
本
で
は
至
難
な

サ
イ
チ
ョ
ウ
類
が
わ
ん
さ
と
い
た
。

【
思
わ
ず
祈
っ
て
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
上
空
か
ら
帰
国
】

兵
庫
県
生
物
学
会
ハ
ワ
イ
研
修
旅
行
（
八
月
二
十
三
？

二
十
八
日
）
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
一
日
待
た
さ
れ
た

Ｎ
Ｗ
妬
便
に
乗
り
や
っ
と
離
陸
、
機
内
で
拍
手
が
起
こ
っ

た
。
そ
し
て
眼
下
に
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
を
の
ぞ
ん
だ
と

き
、
思
わ
ず
私
は
眼
を
閉
じ
祈
っ
て
い
た
。

豊かな委崖がまるでゴルフ場のように広いキリン舎

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
無
念
。

【
ハ
ワ
イ
・
モ
ン
ク
・
ア
ザ
ラ
シ
】

第
三
日
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
で
昼
食
も
し

た
マ
ウ
イ
島
を
あ
と
に
再
び
ハ
ワ
イ
航
空
に
て
約
三
○

分
、
ホ
ノ
ル
ル
空
港
へ
帰
着
し
た
。
し
か
し
、
巨
大
な
ヒ

ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
こ
と
や
、
ホ
ノ
ル
ル
市
内
観

光
や
ワ
イ
キ
キ
海
岸
で
の
ひ
と
と
き
よ
り
も
私
は
、
一
刻

も
早
く
ホ
ノ
ル
ル
動
物
園
へ
走
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ホ
ノ
ル
ル
市
内
に
も
あ
る
植
物
園
へ
行
く
こ
と

に
な
っ
て
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
。
頑
固
な
私
の
意
見
で
、

ま
つ
先
に
動
物
園
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
駐
車
の
関
係

で
、
ま
た
ま
た
水
族
館
が
先
と
あ
い
な
っ
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
あ
ま
り
斑
点
の
な
い
ア
ザ
ラ
シ
や
。
こ
れ

が
、
ハ
ワ
イ
・
モ
ン
ク
・
ア
ザ
ラ
シ
や
」

注
水
中
の
海
水
の
中
で
悠
々
と
泳
ぐ
彼
等
は
、
や
は
り
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弧居羊子さんとチーターを囲んで

☆
鴨
居
玲
画
伯
一
周
忌
に

昨
年
の
九
月
七
日
に
急
逝
さ

れ
た
鴨
居
玲
画
伯
を
し
の
ん
で

１
２
Ｉ

☆
〃
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
″

兵
庫
県
議
会
議
員
の
伊
田
宏

さ
ん
の
文
集
『
み
ん
な
い
っ
し

ょ
に
』
の
発
刊
を
祝
っ
て
、
九

月
一
一
日
、
生
田
神
社
会
館
に
於

い
て
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ
た
。

発
起
人
の
小
室
豊
允
大
阪
府

大
助
教
授
の
司
会
に
よ
り
、
発

起
人
代
表
で
金
井
元
彦
兵
庫
県

立
近
代
美
術
館
々
長
、
宮
崎
辰

雄
神
戸
市
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
途
中
、
歌
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
入
り
、
な
ご
や
か

な
中
、
進
め
ら
れ
た
。

「
み
ん
な
い
っ
し
ょ
で
あ

り
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
こ

と
が
願
い
・
」
と
伊
田
さ
ん
。

こ
の
本
の
中
に
も
表
わ
れ
て

い
る
伊
田
さ
ん
の
人
柄
が
伺
え

た
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

一
周
忌
の
九
月
六
日
、
七
日
の

両
日
、
パ
ー
テ
ィ
好
き
だ
っ
た

玲
画
伯
に
ふ
さ
わ
し
く
、
熊
内

町
の
自
邸
で
遺
作
の
絵
を
サ
カ

ナ
に
お
酒
を
飲
も
う
と
い
う
展

覧
会
が
、
お
姉
さ
ん
の
鴨
居
羊

子
さ
ん
と
、
奥
さ
ん
の
富
山
栄

美
子
さ
ん
の
二
人
の
手
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
。
二
階
に
は
、
亡

く
な
る
前
日
に
描
い
た
美
し
い

水
彩
の
婦
人
像
が
使
い
な
れ
た

イ
ー
グ
ル
に
飾
ら
れ
、
他
に
も

三
十
点
ほ
ど
の
油
絵
や
、
ふ
す

ま
絵
な
ど
画
伯
の
生
き
様
が
感

じ
ら
れ
た
。
愛
犬
の
チ
ー
タ
ー

と
羊
子
さ
ん
を
囲
ん
で
、
絵
の

仲
間
や
、
田
中
千
代
学
園
の
先

生
や
、
生
徒
さ
ん
ら
大
勢
が
集

､ グループ風" のスタッフと乾杯／

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

伊田さんの人柄を幕うみんなと一緒に

韓国歌手の李英淑さんと共に

た
ド
レ
ス
も
美
し
く
、
韓
国
の

金
神
戸
総
領
事
と
駐
大
阪
詞
領

事
、
権
兵
庫
県
婦
人
会
長
さ
ん

ら
も
か
け
つ
け
た
。

☆
〃
風
″
に
集
う

日
本
の
和
文
化
を
国
際
都
市

神
戸
で
ｌ
〃
グ
ル
ー
プ
風
″

（
代
表
糸
川
禎
彦
）
の
「
稲
神

戸
き
も
の
ふ
え
す
て
い
ば
る
」

が
、
九
月
六
日
（
土
）
’
九
日
に

神
戸
国
際
展
示
場
で
開
催
さ

れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

を
開
い
た
。

緒
方
学
神
戸
市
経
済
局
長
や

安
岡
国
際
交
流
協
会
専
務
理

事
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
吉

村
副
社
長
ら
を
始
め
、
京
都
の

き
も
の
や
和
風
工
芸
な
ど
の
作

家
グ
ル
ー
プ
〃
風
″
の
メ
ン
バ

ー
た
ち
、
ま
た
先
斗
町
の
あ
の

佳
つ
乃
さ
ん
た
ち
芸
妓
も
花
を

そ
え
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の

木
村
ソ
ム
リ
エ
（
日
本
一
）
の

ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
、
初
日
を
祝

っ
た
。

っ
て
生
前
を
し
の
ん
だ
．

☆
神
戸
が
好
き
に
な
り
ま
し
た

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
九
月
八
日
夜
、
韓
国
ソ
ウ
ル

の
女
流
歌
手
李
英
淑
さ
ん
を
迎

え
て
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が
午

後
五
時
と
八
時
の
二
回
公
演
で

六
百
人
近
い
人
々
が
集
っ
た
。

ゲ
ス
ト
歌
手
に
は
、
神
戸
の

タ
ー
坊
、
原
大
輔
、
水
野
浩

二
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ウ
、
佐
山

友
香
さ
ん
ら
が
花
を
そ
え
て
、

日
韓
友
好
の
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
に
、
李
さ
ん
も
「
神
戸
へ
は
、

も
う
二
回
来
て
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

で
歌
い
ま
し
た
が
、
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
は
初
め
て
。
神
戸
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
」
と
。
害
の

望
月
美
佐
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
し
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